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機能性構音障害児の語音弁別訓練に用いる Web 教材の開発† 

小山内 筆子*   小山 智史** 

機能性構音障害児の訓練法には聞き取り訓練と音の産生訓練がある。聴覚的語音弁別ができるかど

うかは音の産生訓練に大きな影響を与えることから、聞き取り訓練は構音訓練の初期に位置づけられ

ている。しかし、実際の訓練方法は指導者により異なる上、対象児の語音弁別能力の記録が十分残さ

れているわけではない。この問題を補うために、筆者らは指導者が語音弁別訓練の初期に用いる教材

を開発した。本教材は、対象児の語音弁別能力を正しく把握し、その記録を残すことを目的としてい

る。これにより、訓練後の検討の基礎資料として利用できる他、指導者が変わっても継続した訓練が

できるなど、より系統的な訓練に結びつくものと考えている。 
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指導者は、まず対象児に応じて(1)[K 音][S 音]を選択

する。[S 音]を選択した場合、(2)[サ][シ][ス][セ][ソ]の 1．はじめに 
いずれかを選んだ上、[サ]であれば、提示する他の音を 

小児の言語聴覚臨床においてみられる言語障害の 1
つに機能性構音障害があり、小児の 3％に起こるとされ

ている 1)2)。構音の誤りには大きく分けて 3 つのタイプ

があり(表 1) 3)、その訓練法には聞き取り訓練と音の産

生訓練がある。聴覚的語音弁別ができるかどうかは音の

産生訓練に大きな影響を与えることから、聞き取り訓練

は構音訓練の初期に位置づけられ (図 1) 4)、具体的には

表 2 のように行われる 5)。 

 

 

しかし、実際の訓練方法は指導者により異なる上、対

象児の語音弁別能力の記録が十分残されているわけで

はないという現状がある。この問題を補うために、筆者

らは指導者が語音弁別訓練の初期に用いる教材を開発

した。 

2．開発したシステムおよび教材の概要 

図 2 に開発したシステムの概要を示す。Web サーバ

上の教材をパソコンのブラウザ(InternetExplorer)で
表示し、指導者が対象児に音を提示する。Web ベース

としたことにより、パソコンに特別なソフトをインスト

ールせずに利用できる。 
図 3 はブラウザの表示画面である。対象児は指導者

の指示に従い、目的音(以下の操作例では「サ」)が聞こ

えたらスイッチを押す。 

 
 

 
 

 
 

図 1 構音訓練の流れ 

 

表 1 構音の誤りのタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 聞き取り訓練の順序 
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1． 指導者の発した音の弁別 
(1)単音節 

① 目的とする音の同定 
② 目的とする音と誤り音の弁別 

(2)単語 
① 目的とする音の同定 
② 目的とする音と誤り音の弁別 

(3)文 
2． 子ども自身の発した音の弁別 

(1)単音節 
(2)単語 
(3)文 

タイプ A
構音が全くでき

ない 
→

①/サ/→/タ/ 

②/サ/→/チャ/ 

③/サ/→/シャ/  

タイプ B
一部の音は正し

く構音可能 
→

/サル/→/タル/【×】 

/サイレン/【○】  

タイプ C
異常構音や歪み

あり 
→

日本語の音としては表記できない 

(例:/Ҫ/に近い音) 

聞き取り訓練 

 （耳の訓練） 

 

 音の産生訓練 

（構音指導） 

 

習熟訓練

訓練の流れ→ 
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図 2 システムの概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 表示画面の例 

 
[カナハマヤラガザダバパ][チャ][シャ][タ]の中から選

ぶ。 
画面左には自動出題で提示される 10問が表示される。

図は[2 音]の表示例で、この例ではスタートボタンを押

すと確認画面が現れた後、「サ ナ」のように第 1 問の

2 つの単音が 1 秒間隔でスピーカから出力される。指導

者は対象児の回答(スイッチ操作の有無)に応じてフィ

ードックを返すとともに、以下、第 10問まで繰り返す。

単音の連続提示数は、(3)[1 音][2 音][3 音]から選択でき

る。 
提示される音と対象児のスイッチ操作に応じて、画面

右側の集計が更新される。「サ ナ」の音が提示される

と、「サ」と「ナ」の発音数がそれぞれ 1 増加する。「サ」

でスイッチを押さなかったならば「サ」を聞き逃したと

いうことであり、[サ]の[ミス]欄が 1 増加する。また、

「ナ」でスイッチを押したならば「ナ」を「サ」と聞い

たということであり、[ナ]の[サ回答]欄が 1 増加する。 
自動出題では対象音(図の例では「サ」)の出現率(0.3

～0.9)を設定できる(図は[0.5])。画面右の集計表のボタ

ン操作で、任意の単音節を手動で出題することもできる。 

 

3．教材の利用方法 

本教材は聞き取り訓練の初期に用いる(表2の1. (1))。 
[サ]を[タ]に誤って構音する対象児の場合を例にとる

と、[タ]を[サ]と聞き取っていることが考えられる。そ

こで、「サと聞こえたらスイッチを押してください」と

指示した後、本教材を用いて「サナササザハ…」のよう

にサと差異が大きい[カナハマヤラガザダバパ]を[サ]に
混ぜて提示し、[サ]の同定が正しく行われることを確認

する(表 2 の 1.(1)①)。その後、「サタササタサタ…」の

ように、対象児が誤る[タ]を[サ]に混ぜて提示する(表 2
の 1.(1)②)。 
対象児のスイッチ操作はその音を[サ]と聞き取った

ことを意味しており、画面右に表示される集計は聞き取

り誤りの様子を表している。必要な場合は手動で音を提

示するなどした後、印刷して記録を残す。 

4．おわりに 

機能性構音障害児の聞き取り訓練の初期に用いる教

材を開発した。 
本教材は、対象児の語音弁別能力を正しく把握し、そ

の記録を残すことを目的としている。これにより、訓練

後の検討の基礎資料として利用できる他、指導者が変わ

っても継続した訓練ができるなど、より系統的な訓練に

結びつくものと考えている。 
 今後は、本教材が有効に活用できることを確認すると

ともに、改善を重ねていきたい。また、対象児が誤る音

をそれぞれ語頭、語尾、語中に含む２音節、３音節の単

語(表2の1.(2))を提示できるように拡張していきたい。 
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